
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計（A) 0

■ 事業を現行どおり実施今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き貸付の実施主体となる（福）長野県社会福祉事業団への適切な助言・指導を行い、施設退所者の大学等への進学支援及び就職
による円滑な自立が図られるよう事業を実施していく。

目標に対
する成果
の状況

希望者全員に貸付けを行い、児童の自立への支援を行った。

 概算事業費（B（A）+C） 0 146,498 5,799

791 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

142,619

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施

概　算
人件費

0.10

0

3,088 5,799

Aの
財源

合計 145,707 5,799

145,707

5,799

0 0 0

145,707

項目 実施方法 H28事業実績
H28

保護者からの経済的支援を得られない児童養護施設等退所児童が本事業による貸付を確実に利用できるよう周知を図り、その進学及
び就職による自立を支援する。（希望者に対して100％実施）

145,707

施策展開

①　施設退所者等への貸付
・対象児童　就職や大学等進学により施設等を退所し
た者、または里親等への委託が解除された者
・貸付内容及び期間
　家賃支援費：4名（進学者1名、就職者3名）、期間
各2年間
　生活支援費：1名（進学者）、期間　2年間
②　施設入所者等への資格取得費用貸付
・対象児童　大学等への進学により施設等を退所した
者、又は里親等への委託が解除された者
・貸付内容　　資格取得に係る費用（上限25万円）
・一定期間（概ね2～3年）就業した場合に返還免除
　資格取得支援費：1名（就職者）

145,707 145,707

E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－２　子育て先進県の実現

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

目指す姿
　児童養護施設等を退所した者であって就職又は大学等へ進学した者のうち、保護者からの援助が得られず安定した生活基盤の確保が
困難な状況が見込まれる者に対して家賃相当額の貸付や生活費の貸付を行い、また、施設等に入所中の児童が就職に必要な資格を取
得するための費用の貸付を行うことで、児童養護施設の退所者等の円滑な自立を支援する。

現状
（予算編成

時）

児童養護施設等の退所者は、保護者からの経済的援助が不十分である者が多く、経済的理由により進学を諦めるケースが存在すること
から、一般家庭の高校卒業児童に比べて進学率が低い。また、高校卒業と同時に就職した後も収入基盤が不安定であることから、病気等
を理由にやむを得ず離職した場合に、ただちに貧困状態に陥るリスクが高い。

４　児童福祉の充実 実施期間 H28 ～

希望者に対する貸付実施 -

145,707
項目 H26末

事業番号 04 07 26 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業 担
当
課

部局 県民文化部

課・局・室 こども・家庭課

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

　安定的に事業を継続するためには、国庫補助事業を活用し、県が補助事業者となり当事業を実
施していく必要があるため。

総合５か年
計画

プロジェクト  

29年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

5,799 目標 成果 達成状況

--

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

成果目標の達成状況

H29

（当初） （決算） （当初）

児童養護施設退所者等に対
する自立支援資金貸付事業

補助 5,799

100% 100% 達成

Ｈ28 H29
目標

H27末

mailto:kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

